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は
、
い
つ
で
も
私
た
ち
を

包
み
込
み
、
仲
間
と
つ
な

い
で
く
れ
る
存
在
に
な
局

と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
時
、
植
掛
の
持

つ
癒
や
し
の
力
を
信
じ
、

生
活
に
取
り
入
れ
て

て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

の
周
り
の
方
々
も
二

に
癒
や
さ
れ
る
と
な
お

い
で
す
ね
」
と
呼
び
掛

る。・

阪
神
淡
路
か
ら
、
被
災
地
に
花
と
緑
を
㌧
・
兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校

は
兵
庫
県
園
芸
療
法
士
会
と
共
彗
周
芸
療
法
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
り
同
校
景
観
園
芸
専
門
員
で
兵
庫
県
立
大
講
師
の
天

野
玉
記
さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）
に
、
手
軽
に
で
き
る
「
ハ
ー
ブ
の
宇
浴
」
を
敬
一

え
て
も
ら
っ
た
。

心
と
体
に
個
物
の
功

準
備
す
る
の
は
フ
レ
ッ
レ
ト
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
入
れ
る
と
、
目
に
も
鮮
や

花
と
緑
ス
ト
レ
ス
軽
減
始
増
額
鮎

兵
庫
県
立
淡
路
貴
簡
園

芸
学
校
は
、
花
と
緑
が
癒

や
し
に
つ
な
が
る
こ
と

を
、
生
理
学
的
に
も
研
究
。

花
と
触
れ
合
う
牒
験
の
前

後
に
、
体
験
者
の
だ
液
中

の
ス
ト
レ
ス
措
標
（
ク
ロ

モ
グ
ラ
ニ
ン
A
な
ど
）
を

る
こ
と
も
大
切
。
植
物

い
う
命
を
は
ぐ
く
み
、

ん
な
で
語
ら
い
な
が
ら

し
め
る
園
芸
療
法
は
ま

に
最
適
だ
。
、

同
校
は
、
園
芸
療
法

を
養
成
し
て
い
る
月
太

唯
一
の
公
的
機
関
。
手

シ
ュ
ハ
ー
ブ
、
洗
面
器
、
ロ
ー
ズ
マ
レ
ー
。
．
　
か
、
ふ
わ
っ
と
い
い
香
り
．
測
定
し
た
結
果
、
体
験
後
な
璽
宗
法
と
し
て
「

お
湯
。
こ
の
日
は
淡
路
か
　
姦
面
照
に
お
湯
を
注
が
立
ち
上
が
る
。
そ
こ
に
に
は
ス
ト
レ
ス
揺
隈
値
が
」
ブ
の
手
浴
」
の
ほ
か
「

ら
持
参
し
た
ア
ッ
プ
ル
ミ
ぎ
＼
ハ
ー
ブ
を
ち
ぎ
っ
て
手
を
浸
す
。
　
　
　
減
少
・
。
客
観
的
に
も
園
芸
の
お
弁
当
箱
」
「
し
あ

あ
ー
、
気
持
ち
い
い
。
療
法
に
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
せ
の
種
ま
き
」
「
芝
人
〝

さ
ら
に
、
両
肘
を
洗
面
具
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

器
に
入
れ
る
。
顔
が
洗
面
．
れ
た
。

器
に
ぐ
っ
と
近
く
な
り
」
　
大
津
波
の
よ
う
な
衝
撃

よ
り
一
層
香
り
に
満
た
さ
的
な
体
験
を
し
た
場
合
、

を
提
唱
。

同
校
ホ
ー
ム
ぺ
ー

（
F
t
t
p
さ
す
葛
篭
．
a

a
j
i
．
a
c
．
j
p
J
　
の
中

れ
る
。
五
感
が
刺
激
さ
れ
、
ヤ
T
S
D
（
心
的
外
傷
後
　
「
震
災
支
援
活
動
」
コ

体
全
体
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
ス
ト
レ
ス
障
害
）
は
個
人
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る

く
る
気
分
。
ず
っ
と
こ
う
の
心
の
強
さ
に
は
関
係
な
ノ

し
て
い
た
い
…
。
　
．
く
、
生
理
学
的
に
誰
し
も

鹿
災
後
の
花
と
緑
の
括
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
．

用
は
、
阪
神
大
震
災
後
に
い
う
。

神
戸
で
自
発
的
に
起
こ
っ
　
対
処
億
と
し
て
は
、
琴

た
活
動
。
新
潟
県
中
越
地
心
・
安
全
感
を
持
て
る
伸

ハ
ー
プ
を
浮
か
べ
た
洗
震
被
災
地
で
の
活
動
に
受
間
と
の
語
り
合
い
や
、
共

面
器
。
・
湯
気
と
と
も
．
に
け
継
が
れ
、
そ
し
て
今
、
同
作
業
を
す
る
こ
と
で
凱

優
し
い
香
り
が
上
る
　
岩
手
へ
。
　
　
　
　
つ
く
り
狩
や
し
て
い
㌔

天
野
さ
ん
は
．
「
花
と
緑
未
来
志
向
へ
認
知
痘
変
え

参
加
者
に
こ
に
こ

．
i
≠
会
場
が
和
や
か
に

ン
ト
研
修
会
で
ハ
ー
プ
の
手
浴
を
紹
介

す
る
天
野
玉
記
さ
ん
（
左
か
ら
3
人
目
）

一
釜
石
な
ど
で
研
修
会

．
天
野
さ
ん
は
、
県
立
大

看
護
学
部
主
催
の
「
園
芸

療
法
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
」
講

師
と
し
て
こ
の
ほ
ど
来

県
。
兵
庫
県
園
芸
療
法
士

の
上
地
あ
さ
ひ
さ
ん
ら
と

共
に
、
釜
石
市
な
ど
4
カ

所
で
園
芸
療
法
の
実
習
と

講
義
を
行
っ
た
。

大
震
災
発
生
以
来
、
手

ど
も
を
は
じ
め
地
域
住
属

の
心
身
の
健
康
増
進
、
発

育
発
達
の
た
め
身
を
粉
に

し
て
尽
力
し
て
い
る
養
護

教
諭
、
保
健
師
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
し
生
活

支
援
員
、
作
巣
療
法
士
ら

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
靡

護
学
講
座
講
師
の
堀
篭
ち

づ
子
さ
ん
は
「
当
初
は
疲

れ
た
様
子
の
受
講
者
も
、

ハ
ー
ブ
の
手
浴
な
ど
を
通

じ
て
に
こ
に
こ
、
ほ
っ
こ

り
。
会
場
全
体
が
和
や
か

に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
振

り返る。．
同
学
部
と
天
野
さ
ん
ら

い
、
学
校
や
職
場
で
手
軽
は
目
下
、
本
県
沿
岸
部
の

に
で
き
る
園
芸
凍
法
プ
ロ
仮
設
住
宅
に
ス
イ
セ
ン
の

グ
ラ
ム
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
球
根
を
届
け
る
「
ス
イ
セ

し
よ
う
と
企
画
。
　
　
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進

同
学
部
環
琴
・
保
健
宥
め
て
い
る
。
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